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被
害
対
策
に
関
す
る
問
合
せ

西
臼
杵
支
庁
及
び
各
農
林
振
興
局

各
市
町
村
・
各
農
協
・
各
森
林
組
合

等

発
行
元

鳥
獣
被
害
対
策
支
援
セ
ン
タ
ー

電
話

０
９
８
２
（
６
６
）
２
８
８
８

（
末
吉
主
査
）

３
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

被
害
が
減
る
こ
と
が
、農

林
家
の
収
入
増
に
つ
な

が
り
、地
域
が
元
気
に
な

る
よ
う
、が
ん
ば
り
ま
す
。

電気柵設置の注意点について

（
内
田
副
主
幹
）

（
増
田
副
セ
ン
タ
ー
長
）

（
大
岩
根鳥

獣
セ
ン
タ
ー
長
）

鳥
獣
被
害
対
策

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

井
上
雅
央
氏

新年度、新たな体制でスタート！

24
「鳥獣被害対策支援センター」も、スタートして
５年目を迎え、新体制となりました。今年度も頑
張ります！

鳥獣被害対策
マイスター研修↓

↑現地研修の様子

集
落
ぐ
る
み
の
取
組
で

鳥
獣
被
害
を
減
ら
し
ま

し
ょ
う
。マ
イ
ス
タ
ー
の

方
々
も
出
来
る
範
囲
で

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

鳥
獣
被
害
対
策
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
セ
ン
タ
ー
長
と
、

３
名
の
専
任
職
員
が
常
駐
し
て
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、①
被
害
対
策
の
技
術
的
支
援

②
人

材
の
育
成（
マ
イ
ス
タ
ー
）
③
被
害
対
策
に
関
す
る
調

査
・
研
究

を
3
本
柱
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

①電圧は4,000V以上を確保する
②地上から20㎝間隔に線を張る
③ガイシはほ場の外側に向ける
④定期的に電圧を測定する
⑤雑草管理はしっかりする
（漏電しやすい「つる性植物」注意）
⑥道路の際に柵を立てない
（舗装から50㎝以上空ける）
⑦アースをしっかりと深く広くとる

電
気
柵
は
、
設
置
の
仕

方
を
誤
る
と
効
果
が
無
い

ば
か
り
か
、
柵
線
を
恐
れ

な
い
獣
を
育
て
る
こ
と
と

な
り
、
逆
効
果
と
な
り
ま

す
。こ

れ
か
ら
設
置
を
予
定

さ
れ
て
る
方
や
設
置
済
み

の
方
に
は
、
今
一
度
、

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
ご

確
認
い
た
だ
き
、
正
し
い

設
置
を
心
掛
け
て
く
だ
さ

い
。

「
鳥
獣
対
策
は
、無
理
せ

ず
出
来
る
こ
と
か
ら
！
」

そ
れ
が
長
続
き
す
る
コ

ツ
で
す
。
皆
さ
ん
一
緒
に

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

セ
ン
タ
ー
で
は
「
新
た
な
視
点
に

立
っ
た
鳥
獣
被
害
対
策
」の
普
及
に

努
め
て
い
ま
す
。
被
害
対
策
の
相

談
に
は
、丁
寧
な
対
応
に
心
が
け

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【鳥獣被害対策支援センター】
https://www.pref.miyazaki.lg.jp/contents/org/kankyo/shinrin/mfc/damagesupport/index.html



☆鳥獣被害対策地域特命チームだより☆
○
平
成
27
年
度
の
捕
獲
対
策
に
つ
い
て

〈
有
害
鳥
獣
捕
獲
へ
の
迅
速
な
対
応
〉

①
ア
ラ
イ
グ
マ
捕
獲
の
取
り
組
み

平
成
27
年
12
月
12
日
に
西
都
市
大
字

穂
北
に
お
い
て
、
ア
ラ
イ
グ
マ
１
頭
が

目
撃
、
写
真
撮
影
さ
れ
ま
し
た
。

捕
獲
活
動
を
迅
速
に
行
う
た
め
、
西

都
市
役
所
に
お
い
て
対
策
会
議
を
実
施

し
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
許
可
の
も
と
箱
わ

な
３
基
を
設
置
し
、
併
せ
て
暗
視
カ
メ

ラ
２
台
も
設
置
し
ま
し
た
。
キ
ャ
ラ
メ

ル
コ
ー
ン
が
良
い
と
の
情
報
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
エ
サ
と
し
て
使
用
し
ま
し

た
。
現
在
も
関
係
者
と
定
期
的
に
連
絡

を
取
り
、
情
報
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。

②
児
湯
管
内
で
は
、
「
タ
ヌ
キ
が
出

た
」
等
の
問
い
合
わ
せ
が
数
多
く
寄
せ

ら
れ
ま
す
。
い
ち
早
く
現
場
に
向
か
い
、

聞
き
取
り
や
そ
の
後
の
対
応
を
説
明
す

る
な
ど
、
市
町
村
と
連
携
し
迅
速
な
対

応
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

〈
捕
獲
活
動
の
推
進
〉

①
猟
友
会
と
の
連
携

例
年
12
月
か
ら
年
度
末
に
か
け
て
支

部
毎
に
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
平
成

27
年
度
は
14
支
部
の
総
会
が
開
催
さ
れ
、

警
察
・
市
町
村
・
振
興
局
の
職
員
が
参

加
し
ま
し
た
。
狩
猟
者
の
生
の
声
を
聞

く
こ
と
が
で
き
、
情
報
交
換
を
行
う
と

と
も
に
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
へ
の
協
力
要

請
も
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
機
会
や
林
業
座
談
会
等

を
通
し
て
、
狩
猟
免
許
取
得
の
推
進
を

呼
び
掛
け
て
お
り
、
平
成
27
年
度
の
取

児
湯
地
域

得
者
は
62
名
（
30
代
以
下
：
13
名
）
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
様
々
な

機
会
を
通
し
て
担
い
手
確
保
に
努
め
ま

す
。

②
地
域
ぐ
る
み
の
捕
獲

地
域
一
体
と
な
っ
た
捕
獲
活
動
を
進

め
て
お
り
、
現
在
７
地
区
で
チ
ー
ム
を

編
成
し
て
の
捕
獲
活
動
が
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
鳥
獣
被
害
対
策
モ
デ
ル
集
落

で
あ
る
木
城
町
駄
留
地
区
の
自
主
的
な

捕
獲
活
動
の
展
開
や
里
山
を
活
用
し
た

地
域
お
こ
し
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

箱わな設置（西都市）大河内支部総会での集合写真

○
「3.

5
ｍ
型
簡
易
防
⿃
網
」
に
よ
る

鳥
害
防
止
効
果
の
実
証

南
那
珂
地
域
は
、
極
早
生
う
ん

し
ゅ
う
や
日
向
夏
、
き
ん
か
ん
等
の

露
地
か
ん
き
つ
産
地
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
近
年
、
ヒ
ヨ
ド
リ
や
カ
ラ
ス

類
に
よ
る
食
害
が
多
く
、
被
害
防
止

対
策
を
求
め
る
生
産
者
の
声
も
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
南

那
珂
地
域
特
命
チ
ー
ム
で
は
、
鳥
獣

被
害
対
策
支
援
セ
ン
タ
ー
と
相
談
し
、

農
研
機
構
が
開
発
し
た
簡
易
防
鳥
網

に
よ
る
効
果
実
証
試
験
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

今
回
実
証
し
た
簡
易
防
鳥
網
は
、

直
管
パ
イ
プ
と
弾
性
ポ
ー
ル
を
利
用

し
、
樹
高
3.

5
ｍ
ま
で
の
果
樹
園
に

対
応
可
能
と
し
た
も
の
で
、
設
置
費

用
は
表
１
に
示
し
た
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

設
置
は
11
月
12

日
、
前
年
に
ヒ
ヨ

ド
リ
被
害
の
多
か
っ
た
日
向
夏
ほ
場

で
行
い
、
鳥
獣
被
害
対
策
支
援
セ
ン

タ
ー
や
南
那
珂
農
林
振
興
局
、
日
南

市
役
所
の
職
員
10
名
で
作
業
し
ま
し

た
が
、
直
管
パ
イ
プ
の
打
ち
込
み
や

ネ
ッ
ト
の
展
帳
な
ど
、
予
想
以
上
に

時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。

設
置
後
は
、
被
覆
し
な
か
っ
た
部

分
と
効
果
を
比
較
し
ま
し
た
が
、
本

年
度
は
ヒ
ヨ
ド
リ
に
よ
る
被
害
が
全

体
的
に
少
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

両
区
と
も
に
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
ま
た
、
生
産
者
か
ら
、
「
防

南
那
珂
地
域

除
や
収
穫
作
業
で
は
、
ネ
ッ
ト
の
扱

い
に
注
意
が
い
る
。
」
と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

実
証
ほ
場
は
国
道
に
面
し
て
お
り
、

果
樹
生
産
者
の
注
目
を
集
め
る
な
ど
、

展
示
効
果
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

写真１ 簡易防鳥網設置後の状況
（日南市南郷町贄波地区）


